
山田町内通学路の対策箇所一覧表 

【豊間根小学校】 

路線名 箇所名・住所 通学路の状況・危険の内容 対策内容 事業主体 

国道４５号 新田橋 
① 歩車道間の柵が低い。 

② 老朽化しており、加えて狭い。 

① 柵については検討。 

② 橋の拡幅等は難しい。 
三陸国道事務所 

町道石峠線 石峠橋 老朽化しており、加えて狭い。 
時期は未定であるが修繕予定あり。 

拡幅等は難しい。 
山田町 

町道石峠線 
三陸沿岸道路山田宮古道路下 

ボックスカルバート内 

カルバート内に照明がなく暗

い。 

カルバート前後に照明を設置しているため、複数要

望があった場合設置を検討。 
山田町 

町道石峠線 桜野踏切 

① 走行テストを行っているが

学校に連絡がなく危険。 

② 踏切が狭く、見通しも悪い。 

① ＪＲと学校で協議の上、走行テストの際連絡す

ることで解決済。 

② 町用地については草刈等適切な管理に努める。

拡幅は難しい。 

① ＪＲ 

② 山田町 

県道宮古山田線 第二釜石街道踏切 
走行テストを行っているが学校

に連絡がなく危険。 

ＪＲと学校で協議の上、走行テストの際連絡するこ

とで解決済。 
ＪＲ 

町道中道線 中下踏切 
走行テストを行っているが学校

に連絡がなく危険。 

ＪＲと学校で協議の上、走行テストの際連絡するこ

とで解決済。 
ＪＲ 

島田・繋線 豊間根第１地割～豊間根第４地割 
防犯灯が少なく、夕方以降の歩

行が危険。 

防犯灯が長距離設置されていない箇所があるので

新設を検討。 
山田町 

【対策検討メンバー】豊間根小学校、三陸国道事務所、宮古警察署交通課、山田町交通指導隊、山田町教育委員会、山田町町民課、山田町建設課 

 

 

 

 

 

 

 



【大沢小学校】 

路線名 箇所名・住所 通学路の状況・危険の内容 対策内容 事業主体 

公衆用道路 大沢第１０地割 地内 
人通りが少なく、子どもが一人

で歩く距離が長い。 
パトロール箇所に新たに加えることとする。 宮古警察署 

公衆用道路 猫石坂 
① 昼間でも薄暗い。 

② 歩車道の区別がない。 

① 防犯灯を蛍光灯切れのタイミングで LED タイ

プに更新することを検討。 

② 歩道の設置は難しい。 

山田町 

(岩手県から町に

移管予定) 

国道４５号線 北大沢バス停付近 

児童が横断するが横断歩道がな

く、車の速度も速い。また、手前

がカーブのため見通しもよくな

い。 

利用人数が少ないことから横断歩道の新設は難し

い。 
宮古警察署 

【対策検討メンバー】大沢小学校、三陸国道事務所、宮古警察署交通課、山田町交通指導隊、山田町教育委員会、山田町町民課、山田町建設課 

 

【山田南小学校】 

路線名 箇所名・住所 通学路の状況・危険の内容 対策内容 事業主体 

町道長崎四丁目

１号線 
山田南小学校校門付近 

横断歩道、停止線が経年劣化に

より薄くなっている。 
線の引き直しを実施済み。 宮古警察署 

町道大畑２号線 
武徳殿横道路と学校前道路の交わ

るＴ字路部分 

武徳殿から降りてくる車が停止

せず走ってくることがあるため

停止線が欲しい。 

① 利用者が限定的であるため停止線の新設は難し

い。 

② 町でドットラインを引く必要があるか検討す

る。 

① 宮古警察署 

② 山田町 

町道中央・長崎線 

町道細浦・柳沢線 
２路線の交差点部分 

車の交通量は多いが、横断歩道

が１本しかない。信号機と横断

歩道の新設を要望する。 

７分団屯所前から対面に向かって横断歩道を復旧

した。 

信号機や新たな横断歩道は交通量を見て検討する。 

宮古警察署 

長崎、飯岡地内 

（町道長崎四丁

目９号線（今回

点検箇所）） 

長崎二丁目、三丁目、四丁目、飯岡

一部区域 

側溝に蓋がなく、時々側溝に落

ちる児童がいる。 

長崎地区は側溝改修予定があり蓋も含め順次事業

を行っていく計画。規模が大きく期間を要するがお

待ちいただきたい。 

山田町 



【対策検討メンバー】山田南小学校、宮古警察署交通課、山田町交通指導隊、山田町教育委員会、山田町町民課、山田町建設課 

【轟木小学校】 

路線名 箇所名・住所 通学路の状況・危険の内容 対策内容 事業主体 

町道織笠・外山線 

町道馬指野１号

線 

２路線の交わる三叉路 

横断歩道のない箇所を児童が横

断せざるを得ない状況であり、

歩道もない。停止線部分でも速

度を落とさない車も見受けられ

る。 

① 利用者が限定的であるため横断歩道の新設は難

しい。停止線を守らない等はパトロールの強化

で対応。 

② 歩道の整備は難しい。グリーンベルトの設置等

歩車道を簡易的に分ける施設の必要性の有無は

検討。 

① 宮古警察署 

② 山田町 

【対策検討メンバー】轟木小学校、宮古警察署交通課、山田町交通指導隊、山田町教育委員会、山田町町民課、山田町建設課 

 

【船越小学校】 

路線名 箇所名・住所 通学路の状況・危険の内容 対策内容 事業主体 

町道長林・大浦線 家族旅行村下駐車場付近歩道 

歩道が家族旅行村下付近から途

切れているため、住宅のある箇

所まで延長して欲しい。 

現在、歩道延長の計画はなく、利用者数も少ないこ

とから難しい。 
山田町 

町道長林・大浦線 

町道浦の浜・田の

浜線 

２路線の交わるＴ字路 

学童に向かう児童が横断歩道の

ない箇所を横断せざるを得な

い。車の通行量も多い。 

現在の利用者数では横断歩道の新設は難しい。これ

からの利用者数の推移をみて検討する。 
宮古警察署 

町道長林・大浦線 
町道と学童に向かう道路の交わる

Ｔ字路 

学童を利用する児童がいるが、

横断歩道がない。 

利用者が限定的であり、人数も少ないことから横断

歩道の新設は難しい。学童施設があることを周知す

る等、運転者に対し注意して運転することを促して

みては。 

宮古警察署 

【対策検討メンバー】船越小学校、宮古警察署交通課、山田町交通指導隊、山田町教育委員会、山田町町民課、山田町建設課 

 


